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冬
を
待
つ
の
だ

つ
か
の
ま
の

麦
も
蒔
い
た

人

々

は

働

く

木

代

そ
こ
ま
｀
｀
て
来
て
い
る

陽
の
ぬ
く
も
り
を
愛
し
な
が
ら

大
根
も
千
し
た

短
い
日
を
惜
し
み
な
が
ら

残
り
少
い
秋
の

空
の
青
さ
に
映
え
て

た
わ
わ
に
み
の
る
柿
の
実
が

今
朝
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裸
の
木
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東
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へ

去
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枯
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ふ
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文
教
厚
生
常
任
委
員
会
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犬
病
予
防
注
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選
挙
管
理
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委
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委
員
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第
一
回
イ
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フ
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ニ
ン
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予

防

接

種

（

一

般
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移
動
保
健
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開
設

第
二
回
イ
ソ
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ル
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第 1表 昭和43年度玉川村一般歳入歳出決算状況
（単位千円）

財政公表•1111111111111111111111111111111111111111111111111111 

匁――-Ill-jう牛-l

威,,.. 入 歳 出

構14成％.8比 科 目 決算額 ―構—乞成％比科 目決算 額

6 1 ず723511,,,998682966900 9 6 9 —| 0.9 

昔収 入 186,,055030 4.1 2.6 

I：ト 通別安交全付対俵策金 94 -70 .8 1 11予 備費 -一

歳 入 合 計 J2os.169 1 1 oo 11 歳 出 合 計 :200,537 I 100 I 

第 4表 昭和44年度一般会計上半期の状況
（単位千円）

歳 入歳出

科 目 2予(7算A,5額7)5 収1(7入B,済19)3 ' 議科会目費予(5算A,03額)2 収2入(B,済16)9 額予A2算-,8残6B3 高

100,45506-001 丙ー霊270 寮-民労. 生生慟 'iJ1 費費 で32表.,61蕊~5釘5―.. 371. , ,,75•s88o 9 2 

ー ＿ ―--廊土消教災-公謡予~·一害亥工債備木防,,復--出旧 幽費痰敬特費~金i I - 5_5 29百,,75而4ぐ2l 2 — 

萩-4,°2豆,301而2061 41,,60230028 0 □ .. — 戸忌4611 

歳入含計 !203,415 110s, 052 I s5. 362 11歳 出合計 '.203,415j 74,856 J128,559 

昭和四十三

年度は、わが

村の基盤であ

る農業構造改

善事業の最終

年度、玉川第

一小学校統合

建設事業の初

年目を迎い、

頁ー農―地村統失鉄一事業合粟道道籟業示用厨学水調対側改-裳麟路校訃究修策道改-薔藷修事事事事藉配専名藉-業吋業業業業— 耐[― 車業費 I 中小事高、北蒜業生須瘍地釜区地一所i区円57324,,,,096572517 6 07― 川辺、中、地内

玉 小第 1期分
8,085 南Jfl須盃1山小屋線外

3,250 川辺地区内
4,199 南須釜長内地区外

え
に
村
民
皆
さ
ん
の
村
財

第2図
最近5年間の村税と地方交付税の推移
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(%)は昭和38年度を
100として上昇睾

数字は各年度の収入額

地方交付税
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233% 
I 

89, 7.9 9千円

194% 
／ 

74.944千ド］
158% 

114o/~ 旦二I, I 69千円

47,945千円

38,617千円 153% 

116% 142% 
I 07% I 08% -----------------・30,450千円

----~-----. 

---・------------・----- 28,210千円-------方I, 221千円 21, 386千円23,072千円

I 9,856千円

38年度 39年度 40年度 4 1年度

第1図
昭和43年性質別歳出内訳

政
に
対
す
る
ご
理
解
と
積

極
的
な
ご
協
力
の
賜
物
で

あ
り
、
こ
こ
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
尚
昭
和
四
十
四
年

に
お
き
ま
し
て
は
、

一
、
村
道
及
び
林
道
を
整

備
し
道
路
網
の
拡
充
を

図
る
こ
と
。

二
、
社
会
福
祉
の
向
上
に

努
め
村
民
の
暮
し
を
高

め
る
こ
と
。

三
、
教
育
の
振
興
を
図
り

村
民
文
化
の
向
上
に
努

め
る
こ
と
。

と
い
う
基
本
方
針
に
則
り

村
財
政
計
画
と
慎
重
に
取

り
く
み
約
二
億
円
の
予
算

42年度
維持補修費 3.2% 

43年度

を
編
成
し
ま
し
た
。
今
後

諸
状
況
を
か
く
あ
ん
し
な

が
ら
、
多
少
の
補
正
を
行

い
健
全
財
政
を
堅
持
し
つ

つ
、
着
実
に
村
民
の
皆
さ

ん
の
生
活
を
高
め
る
村
政

を
実
現
し
て
参
り
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
、
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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3ヶ月天候予報
(11月,..___,1月）

（概・ 、況）

晩秋から初冬にかけては弱い冬型の

気圧配置が現われる程度で、おおむね

温暖な日が多い見込みです。しかし年

末には大陸性高気圧が強まって寒くな

ってくるでしょう。

: •• • (気温）
1 1月ー一ー寒暖の変動がありま

高めの日が多く、月の平均では平年並

みかやや高い見込みです。・しかし、月

末ころは冷え込みが強く低くなるでし

ょう。

12月一一噌乱暖な日が多く一時かな

り高い日もありますので、月平均では

平年より高いでしょう。しかし月末こ

ろは寒気の吹き出しがあり低湿が出や

すい見込みです。

1 月一―—年始めころと下旬には寒さ
の厳しい日が現われますが、その他の

日は高温が出やすいので月平均ではや

ーや高めとなる見込みです。

（降水量及び積雪）

1 1月ー一ー移動性高気圧におおわれ

天候は週期的に変わりますが、大きな

くずれはない見込みです。しかし月末

ころは冬型の気圧配置が強まり、会津

ではしぐれやすくなるでしょう、月の

・総量はやや少ない見込みです。

-~12月一一一般に冬型の気圧配置は
弱く、移動性高気圧におおわれやすい

ので、おだやかな晴れの日が多い見込

みでず。しかし、年末ころには変動の

大きい天候が現われて、会津では一時

大雪があるでしょう。降水量及び多雪

地帯の雪は一般にやや少ない見込みで

す。
さ .,. 1 月――—年始めと下旬には冬型の気
圧配置が発達し、会津では一時まとま

：った雪が降るでしょう。しかしその他

の時期は冬型の気型配置がくずれやす

いので変動の大きい天候が現われやす

く、中通り、浜通りでも時 雨々か雪が

降る見込みです。降水量は中通り、浜

通りでは、平年並みかやや多めですが

会津では少なめの見込みです。また多

雪地帯の雪も多くても平年並み程度で

しょう。 （福島地方気象台）

去
る
十
月
二
十
三
日
、

昭
和
四
十
四
年
第
五
回
玉

川
村
議
会
臨
時
会
が
招
集

さ
れ
、
昭
和
四
十
三
年
度

一
般
会
計
及
び
、
国
保
特

別
会
計
、
歳
入
歳
出
、
決

算
報
告
（
決
算
報
告
の
内

客
は
別
記
記

載

の
と
う

り
）
承
認
の
件
外
二
件
が

上
提
さ
れ
た
。

尚
、
今
回
提
出
さ
れ
た

議
案
は
左
記
の
と
お
り
で

あ
る
。

一
、
議
案
第
三
十
六
号

昭
和
四
十
三
年
度
、
玉

川
村
一
般
会
計
、
歳
入
、

歳
出
、
決
算
報
告
承
認
の

件
（
報
告
ど
お
り
承
認
）

一
、
歳
入
総
額

Fl 

二
0
五
、
一
六
九
、
七
五
五

二
、
歳
出
総
額

二
0
0、
五
三
七
、
八
七
六

歳
入
、
歳
出
、
差
引
残
額

四
、
六
三
一
、
八
七
九

二
、
議
案
第
三
十
七
号

昭
和
四
十
三
年
度
、
玉

川
村
国
民
健
康
保
健
特
別

会
計
、
歳
入
、
歳
出
、
決

算
報
告
承
認
の
件

（
報
告
ど
う
り
承
認
）

一
、
歳
入
総
額

円

四
五
、
八

0
四
、
一
五
八

二
、
歳
出
総
額

四
二
、
七
四
九
、

0
八
八

歳
入
、
歳
出
、
差
引
残
額

三、

0
五
五
、

0
七
0

（
う
ち
、
一
、
五

0
0、

0
 0
0円
は
進
備
基
金
へ

積
立
）

三
、
議
案
第
三
十
八
号

昭
和
四
十
四
年
度
、
玉

川
村
一
般
会
計
、
補
正
予

算
（
第
四
号
）
案
に
つ
い

て
（
原
案
ど
う
り
可
決
）

今
回
の
補
正
額
は
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

議

会

費

四

五

千

円

総

務

費

五

八

六

千

円

議
会
だ
よ
り

第
五
回
臨
時
村
議
会

衛

生

費

五

七

千

円

労
働
費
△
三
五

0
千
円

農
林
水
産
業
費

七
、
七
九
八
千
円

土
本
費

八
八
四
千
円

消

防

費

一

0
千
円

教

育

費

四

二

三

千

円

予

備

費

一

四

一

千

円

補
正
額
計九

、
五
九
四
千
円

予
算
合
計
額
二

0
三、

四
一
五

千
円

尚
、
今

回
の
主
な

充
当
財
源

は
、
自
動

車
取
得
税

交
付
金
、

地
方
交
付

税
、
使
用

料
及
び
手

数
料
、
国

県
、
支
出

金
等
で
あ

る。四
、
議
案

第
三
十

九
号

我
が
村
の
台

所
の
全
て
が
、

決
算
に
よ
っ
て

明
る
み
に
で
ま

噂
ロ
ロ
ロ
ロ
ロ
三
億
五
千
万
円
を
突
破
闘表に

。置
昨

年

よ

り

ニ

ー

・

四

019
伸

び

る

慣

算
[
り
廿
け
サ
り
サ
廿
甘
灯
月
月
什
り
り
汀りりいJ
1
1
I
i
1
1
け

11Ii11
日

11iIriIi
リ

11

りりり＂りり

決
[

‘
~
、

1
1
1

，
 
，
 

↓ムじ
Ill

ー胤
血

す
。
決
算
書
に
よ
っ
て
、

い
か
に
効
果
の
あ
が
る
仕

事
を
し
た
か
が
分
析
で
き

る
訳
で
す
が
、
一
般
村
民

の
皆
さ
ん
に
は
あ
ま
り
な

じ
み
の
簿
い
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
皆
さ
ん
の
税

金
で
ま
か
な
わ
れ
る
村
の

予
算
に
関
心
を
も
た
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
こ
と
と
思

い
ま
す
。

そ
の
財
政
公
表
の
内
客

で
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
大

節
は
第
一
表
及
び
第
二
表

に
よ
っ
て
わ
か
る
訳
で
す

が
、
そ
こ
で
問
題
に
な
る

の
が
性
質
別
歳
出
の
内
容

で
あ
り
ま
す
。
人
件
費
、

物
件
費
、
建
設
事
業
費
等

が
歳
出
総
額
二

0
0、
五

三
七
千
円
（
昨
年
一
五
五
、

九
四
五
千
円
）
の
う
ち
、

ど
れ
く
ら
い
使
わ
れ
て
い

る
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
の
が
第
一
図
で

あ
り
ま
す
。

こ
の
図
を
見
ま
す
と
、

建
設
事
業
費
が
災
害
復
旧

費
、
失
業
対
策
費
を
含
め

て
四
八
•
四
％
約
九
六
、

九
七

0
千
円
（
昨
年
四
四
・

-
％
六
八
、
八

0
九
千
円
）

で
最
も
多
く
、
次
い
で
人

件
費
の
二
四
・
ニ
％
約
四

八
•
五
0
一
千
円
（
昨
年

二
六
・
三
％
四
一
、

0
四

五
千
円
）
で
昨
年
と
比
較

し
て
ニ
・
一
％
の
減
、
金

額
に
お
い
て
七
、
四
五
六

千
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
次
が
物
件
費
で
―
ニ
・

二
％
約
二
五
、
七
四
二
千

円
（
昨
年
一
六

・
O%
二

四
、
八
九
一
千
円
）
で
昨

委
員
の

任
命
に
つ
い
て
。

大
字
南
須
釜
字
柳
作
れ
た
。

大
越
茂
久
氏
が
選
任
さ

年
と
比
較
し
て
三
・
八
％

の
減
、
金
額
に
し
て
八
五

一
千
円
の
増
と
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
冗
費
を
節

約
し
て
投
資
的
経
営
に
充

当
し
た
わ
け
で
す
。

一
方
収
入
の
方
に
目
を

向
け
る
と
税
金
は
わ
ず
か

全
体
の
一
四
・
八
％
約
―
―
―

0
、
四
五

0
千
円
（
昨
年

一
六
・
八
％
約
二
八
、
ニ

-
0千
円
）
と
依
然
と
し

て
三
割
自
治
の
域
を
脱
す

る
こ
と
は
出
来
ず
、
ま
す

ま
す
、
そ
の
差
が
広
が
る

一
方
で
あ
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
は
第
二
図
を
見
て
も

わ
か
る
で
し
ょ
う
が
、
最

近
五
ヶ
年
間
の
村
税
と
、

地
方
交
付
税
の
推
移
を
グ

ラ
フ
に
示
し
た
も
の
で
す

が
、
昭
和
三
十
八
年
に
は

地
方
交
付
税
が
村
税
の
約

倍
で
あ
っ
た
の
が
昭
和
四

十
三
年
に
は
約
三
倍
の
開

き
が
出
来
て
い
ま
す
。

そ
の
外
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
、
国
民
健
康
保
険

に
お
い
て
約
三
、

0
五
五

千
円
の
繰
越
し
を
見
て
順

調
な
運
営
を
し
て
お
り
ま

す
。
又
昭
和
四
十
四
年
度

の
予
算
の
状
況
及
び
上
半

期
の
収
支
に
つ
い
て
は
第

四
表
の
と
お
り
で
あ
り
約

二
億
円
の
規
模
に
よ
っ
て

玉
川
村
が
運
営
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
歳
入
の
四
九
・

四
％
が
地
方
交
付
税
で
国

県
支
出
金
を
合
わ
せ
た
依

存
財
源
が
全
体
の
六
八
・

五
％
を
し
め
て
お
り
村
税

に
い
た
っ
て
は
わ
ず
か
一

三
・
五
％
で
あ
り
ま
す
。

歳
出
面
で
は
建
設
事
業

を
伴
う
教
育
費
が
四
四
・

五
％
を
占
め
、
次
い
で
農

林
水
産
業
費

の
一
五
・
ニ

％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
内
客
に
お
い
て
は
、

建
設
事
業
費
四
八
・
三
％

と
最
も
多
く
、
主
な
事
業

は
、
玉
川
第
一
小
学
校
建

設
事
業
、
国
土
調
査
道
路

橋
梁
の
整
備
等
で
あ
り
、

次
い
で
人
件
費
の
二
七
・

-
％
の
順
に
予
算
を
編
成

し
て
あ
り
ま
す
。

上
半
期
末
の
現
金
保
有

高
は
、
四
七
、
三
五
二
千

円
と
安
定
し
て
お
り
ま
す

が
、
歳
入
合
計
の
約
一
〇

四
、
四
一
九
千
円
五
三
・

-
％
が
す
で
に
収
入
済
で

あ
り
各
種
事
業
の
進
行
に

伴
っ
て
支
出
も
増
大
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
特
に

税
金
の
完
納
に
協
力
し
て

ぃ
囁た
だ
き
、
歳
入
の
確
保

に
努
め
、
村
政
発
展
の
た

め
事
業
の
推
進
に
努
力
い

た
し
ま
す
。

玉
川
村
青
年
学
級
、
和

裁
、
生
花
の
部
を
開
設
し

ま
す
か
ら
希
望
者
は
公
民

館
ま
で
申
込
み
下
さ
い
。

期
間
は
十
二
月
一
日
よ
り

四
十
五
年
三
月
三
十
一
日

ま
で
、
く
わ
し
く
は
公
民

館
で
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

和
裁
•
生
花

学
級
生
募
集
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二
度
と
も
ど
ら
な
い
こ

と
。

二
、
居
住
関
係
建
物
火
災

の
防
止
に
つ
い
て

0
子
供
に
火
あ
そ
び
を
さ

せ
な
い
こ
と
。

0
火
気
使
用
設
備
器
具
の

取
扱
い
に
注
意
す
る
こ

と。

〇
整
理
整
頓
及
び
火
の
始

末
に
注
意
す
る
こ
と
。
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井

一

｀

衷

溝

一

一

し
よ
う
ざ

小

豆

島

の

山

ひ

だ

大

き

く

迫

り

来

て

い

よ

＂

い

よ

着

き

ぬ

ド

ラ

鳴

ら

す

船

一
叩

ど

の

家

も

フ

ィ

ニ

ッ

ク

ス

の

庭

を

も

ち

安

一

一

ら
ぐ

如

し

島

の

住

居

は

一

m

フ

イ

ニ

ッ

ク

ス

の

長

禁

の

ゆ

れ

の

間

よ

り

瀬
戸

内

海

は

光
を
放
つ

ー

石

山

に

石

切

る

人

ら

ま

ば

ら
に
て
午
後
OJ

叫

陽

ざ

し

の

降

れ

る

か

が

や

さ

口＂

一

一

遠

く

去

る

吾

が

乗

る

パ

ス

の

窓

辺

よ

り

し

111

一

111

ば

ら
く
見

ゆ

る

赤

た
づ
る
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鱈
火
災
予
防
運
動

11
月

26
日
ー

12
月

2
日
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三須須法
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h
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一

晩

秋

間

根

栖

泉

一

皿

末

枯

れ

の

草

踏

み

て

径

絶

え

に

け

り

叩

ー

や
な

皿

簗

か

く

る

瀬

の

は

げ

し

さ

に

下

り

鯰

む
く
ざ
り

叩

椋

鳥

の

通

草

み

だ

し

て

去

り

に

け

り

皿

岸

ふ

り

に

穂

苦

つ

づ

き

昼

の

雲

一

＂
紅
葉
救
る
小
滝
や
潜
む
岩
魚
ゐ
て
〗

一

阿

武

隈

の

晩

秋

の

日

や

野

を

分

つ

一

[

此ポ

山

の

風

ふ

く

夜

や

き

の

こ

汁

皿

後

の

月

飛

行

場

跡

の

村

さ

び

て
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次
に
昨
年
に
お
け
る
出

火
原
因
の
第
二
位
で
あ
る

「
子
供
の
火
あ
そ
び
」

に

よ
る
火
災
発
生
状
況
を
あ

げ
て
み
ま
す
と
次
の
表
の

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
、
火
あ
そ
び
場
所

屋

外

住

宅

周

囲

12
件

付
属
建
物

13
件

そ

の

他

1

5

件

小

計

40
件

屋
内

部

屋

10
件

押

入

1
件

物

置

15
件

そ

の

他

4
件

小

計

幻

件

不
明

9
件

合
計

79
件

二
、
月
別
発
生
件
数

(
1
月
ー
11
月）

義

1
月

6

件

7
月

4
件

2
月

13
件

8
月

1

件

3
月

1
4
件

9
月

5
件

4
月

17
件

10
月

2
件

5
月

'8
件

11月

4
件

6
•

月

，5
件
計

7
9件

発
生
時

、-
i8

時

ilo此

5
件

10
時
i
1
2呼

-"

16
件

.2
F
 

r.r"^ヽ

5

．

1
¢

12
時
！
且
此

1
4時
？

1
6
n
e
e
.

9が
．
‘•

1
7件

13
件

か
』
で
ダ
‘

＂̀，
＇‘、

lfr
時
(
1
8
此

18
時
ー
2
0
此

'e

.
7
件

不
明
分
九
庇
—
除
く

、

火

あ

そ

を

し

た

子

供
の
年
令
及
び
男
女
別

年

令

男

女

3

オ~
4

オ

8
人

5

人

5
r
6
才

25
人

6
人

7
ー

8
オ

13
人

1
人

,
！
心
オ

6
人
↑
1
人

お
誕
生
お
め
で
と
う

こ
さ
い
ま
す

（
十
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
J

出

生

児

氏

名

世

帯

主

名

続

柄

溝

井

里

・

姑枝

貞

佳

孫

首

藤

夕

子

ツ

ナ

ク

藤

井

千

代

美

崇

夫

二

女

倉

鎌

洋

子

由

一

長

女

小

林

み

ゆ

き

ハ

ル

ノ

孫

小

貫

直

俊

直

人

ク

小

原

ち

い

子

久

雄

ん

車

田

勇

術

ク

飯

田

佳

光

ク

去
る
十
月
十
五
日
、
東
て
開
催
さ
れ
た
第
二
十
二

京
都
批
田
谷
区
民

会

館

に

回

全

国
連
合
戸
籍
事
務
協

永
年
勤
続
と
優
秀
な
成
績
で

輝
や
く
受
賞
三
つ

・ク・~・~~~~乏．ヽ~怠:~;ゞ~~~~

貞

夫

;:::;.. 宣

~~~'.t!f:)T. ・文~~~ぶ盆ク・~~~~タ:~~

王
川
村
婦
人
消
防
隊

ク竜部 I"""■ .... ■ "●9 

I 

一‘‘
'-

逝
霞 j、 去

谷 林亡
死お
者悔

信イ氏‘・ ヘ み

子ノ名； 申
分

世の し

邦満胃喜上
名 届け‘

書ヵ、ま

長母続
とす

女柄,_.,●●● , ... ,. 

1
1
t
1
2
オ

3
人

2
人

13
ー

14
オ

5
人

1
人

15
ー

19
オ

2
人

0
人

計

62
人

16
人

五
、
火
あ
そ
び
を
し
た
子

供
の
家
庭

b

＠
常
に
大
入
が
留
守
が
ち

な
家
庭
…
…
二
八
件

＠
常
に
大
人
が
留
守
で
な

い
家
庭
…
•
•
i

四
二
件

玉

川

村

玉

川

村

消

防

団

,
i
'
9
,i,

1
9
・

g
 

も

と

ぅ
ん＇

崎落

教
育
委
員
に

大
越
氏
選
任

近
内
寿
雄
教
育
委
員
が

十
月
二
十
五
日
で
任
期
が

満
了
し
た
の
で
そ
の
後
任

委
員
と
し
て
、
南
須
釜
の

大
越
茂
久
氏
が
選
任
さ
れ

ま

し
た
。

三

輪

壺

の

中

に
活

け

ら
れ

た

花

赤

白

紫

と

色

と

り

ど

り

に

咲

き

競

つ

て

い

て

そ

れ

は

丁

度

，

ラ

ッ

シ

ュ

ア

ワ

ー

の

人

ご

み

の

中

を

ぬ

つ
て

歩

く
女

性
の

よ
う
に

美

し
い
が

花

た

け
美
し

く

と

も

壺

が

へ
ほ

て

は
た
め

壺

だ
け

す

ば

ら

し

く
と

も

つ
ま

ら
な
い
花
て
は

こ
れ
ま
た
だ
め

花

と
壺

そ

れ

は

丁

度

仲

の

よ

い

夫

婦

の

よ

う

に

壺

と

紀

と

が

マ

ッ

チ

し

て

一

体

と

な

り

真

善

美

を

発

揮

す

る

と

こ

ろ

に

わ

れ

わ

れ

の

求

む

る

と

こ

ろ

の

真

の

美

が

漂

つ

て

い

る

役

場

6
日
交
通
対
策
協
議
会

自
作
農
資
金
借
入

調
査
会

7
日
成
人
病
予
防
検
診

15
日
助
産
所
監
査

若
い
誤
業
者
研
修

遵
層
（
水
戸
）

18
日

石

JI
地
方
町
村
職

員
運
動
会
（
石
川
）

20
日

農

業
委
員

会

村

議
会
全
員
協
議
会

22
日
石
川
地
方
国
保
係

長
及
び
国
保
給
付

I

事
務
担
当
者
会
議

23
日

第

三

回

臨

時

議

会

28
ー

競

蚕

振

興

対

策
協

29
日

議

会

公

民

館

教
育
委
員
会

3
日

公

民
館
結
婚
式

6
日

青

年
学
級

10
日

村

民
体
育
祭

15
日

青

年

学

級

生

移

動

教
室

教
育
委
員
会

玉
川
第

一
小
建
築

現
場
視
察

23 21 
日日

,`
‘,‘し`
‘，＼ヽ
＼ヽ
＼ヽ
'̀
’

先
月
の

‘rヽ
2rヽ
‘
,‘J'‘‘,’ヽ`’

24
日

青

年

学
級

28
日

新

任

教

育

委

員

辞

令
交
付

議
会
総
会
の
席
上
、
住
民

課
長
石
井
清
助
さ
ん
は
、

戸
籍
事
務
永
年
勤
続
優
秀

職
員
と
し
て
、
法
務
大
臣

よ
り
表
彰
状
を
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

又
、
十
一
月
七
日
い
わ

き
市
に
開
催
さ
れ
た
第
二

0
回
福
島
県
統
計
大
会
の

席
上
労
働
統
計
報
告
の
成

績
が
優
秀
な
た
め
、
駒
木

根
工
場
は
労
働
大
臣
よ
り

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
十
二
日
福
島
市

農
協
会
館
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
た
福
島
県
国
民
年
金

法
施
行
十
周
年
記
念
大
会

で
優
良
納
付
組
織
と
し
て

小
高
第
八
納
税
組
合
が
国

民
年
金
制
度
発
足
に
当
っ

て
、
年
金
制
度
の
趣
旨
を

よ
く
理
解
し
、
自
主
的
に

卒
先
し
て
組
織
納
入
を
始

め
た
功
績
が
認
め
ら
れ
て

県
知
事
か
ら
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

村
民
の
皆
さ
ん
と
共
に

お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

＠
十

一
月

の
別
名

を
霜
月
と
い
い
ま

す
が
、
こ
れ
は
霜

の
降
る
月
の
意
味

で
す
。
冷
た
い
朝

そ
の
庭
に
白
く
降

っ
た
霜
、
す
ぐ
そ

こ
に
厳
し
い
冬
の
足
音
が

聞
え
て
来
る
よ
う
で
す
。

健
康
管
理
に
は
、
充
十
注

意
を
払

っ
て
、
農
作
業
、

家
事
に
励
ん
で
下
さ
い
。

＠
村
内
の
珍
し
い
ニ
ュ
ー

ス
、
俳
句
、
詩
等
ど
ん
な

こ
と
で
も
結
構
で
す
か
ら

係
あ
て
ご
投
稿
下
さ
い
。

＠
こ
れ
か
ら
は
一
番
火
事

の
多
く
発
生
す
る
季
節
で

》

す
。
夜
、
や
ず
む
前
、
外

出
時
は
必
ず
火
の
元
の
点

検
を
し
て
、
火
事
を
未
然

に
防
ぎ
ま
し
よ
う
。




